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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】車内における乗員のより信頼性が高い生体情報
を短時間で取得する車載生体情報計測装置を提供する。
【解決手段】走行中の車両の乗員の身体の状態を示す生
体情報を計測する生体情報計測部と、前記車両が減速を
開始してから停止するまでを検出する車両状態検出部１
０１、車両の停止が検出された後の時間を計時する時間
計測部１０２、計時の後に、乗員の心身に係る生体情報
の計測を開始する計測開始時刻と、この計測を終了する
計測終了時刻とを算出する計測タイミング算出部１０３
と、計測開始時刻から計測終了時刻の期間に計測された
生体情報を使って乗員の身体の状態を示す乗員生体情報
を算出する生体情報算出部１０６と、を車載生体情報計
測装置に設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の乗員の生体情報を計測する生体情報計測手段と、
　前記車両の減速からの停止を検出する車両状態検出手段と、
　前記車両状態検出手段によって車両の停止が検出された後、前記乗員の生体情報の計測
を開始する計測開始時刻及び当該計測を終了する計測終了時刻を算出する計測タイミング
算出手段と、
　前記計測開始時刻から前記計測終了時刻の期間に前記生体情報計測手段によって計測さ
れた生体情報に基づいて前記乗員の身体の状態を示す乗員生体情報を算出する乗員生体情
報算出手段と、を備えたことを特徴とする車載生体情報計測装置。
【請求項２】
　前記計測タイミング算出手段は、前記生体情報計測手段によって計測された生体情報に
基づいて前記計測開始時刻及び前記計測終了時刻を算出することを特徴とする請求項１に
記載の車載生体情報計測装置。
【請求項３】
　前記車両の減速度を検出する減速度検出手段を備え、
　前記計測タイミング算出手段は、前記減速度検出手段によって検出された減速度に基づ
いて前記計測開始時刻を算出することを特徴とする請求項１に記載の車載生体情報計測装
置。
【請求項４】
　前記計測タイミング算出手段は、前記減速度検出手段によって検出した減速度が大きい
場合、小さい場合に比べて前記計測開始時刻をより遅らせることを特徴とする請求項３に
記載の車載生体情報計測装置。
【請求項５】
　前記計測タイミング算出手段は、前記減速度検出手段によって検出した減速度が予め設
定されている最低減速度以下のとき、計測開始時刻を予め設定されている最短時刻に設定
することを特徴とする請求項３に記載の車載生体情報計測装置。
【請求項６】
　前記乗員生体情報算出手段は、前記生体情報計測手段により計測した乗員の生体情報の
平均値にかかる値または前記生体情報のばらつきにかかる条件によって乗員が安静状態で
あるか否か判断し、乗員が安静状態であると判断されたときに計測した生体情報を使って
前記乗員生体情報を算出することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の車
載生体情報計測装置。
【請求項７】
　前記生体情報計測手段によって計測された前記生体情報を保存する生体情報保存手段を
さらに備え、
　前記生体情報保存手段は、複数の乗員の各々について前記生体情報を保存する複数の保
存領域を含み、
　前記計測タイミング算出手段は、前記生体情報保存手段の前記複数の保存領域のうち、
前記車両に乗車している乗員の生体情報に基づいて前記計測開始時刻及び前記計測終了時
刻を算出することを特徴とする請求項２から６のいずれか１項に記載の車載生体情報計測
装置。
【請求項８】
　前記生体情報は、自律神経系の生体情報であり、血圧、心電、心拍、呼吸、脈波、皮膚
電位、体温のいずれか１つを少なくとも含むことを特徴とする請求項１から７のいずれか
１項に記載の車載生体情報計測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に搭載される生体情報計測装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　現在、車両に搭載されるナビゲーション装置では、運転者の生体情報を測定し、測定の
結果を車両のナビゲーションに用いるものがある。このようなナビゲーション装置の従来
技術には、例えば、特許文献１に記載されたナビゲーション装置がある。特許文献１のナ
ビゲーション装置では、血圧、体脂肪、脈拍数、体温を測定するためのセンサを例えば、
車両において入力操作を行うリモートコントローラ及びステアリングホイルの少なくとも
一方に配置して生体情報を連続的に測定可能にする。そして、測定する生体情報の中でも
、血圧、体脂肪等を基礎データとし、基礎データに基づいて運転者の健康状態を判定し、
判定結果に応じて施設データを選択して提示するようナビゲーションを行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－４７１９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、生体情報である血圧等は、運転者の状態（安静時、あるいは緊張時）に
よって変化する。このため、車両の内部にセンサを配置して、生体情報を連続的に測定す
る特許文献１に記載された発明は、生体情報をどのようなタイミングで計測するかを定め
ていないため、必ずしも安静状態の血圧等を測定するものではない。このような特許文献
１の発明では、血圧等の測定誤差が大きくなることが問題となる。
　本発明は、以上の点に鑑みてなされたものであり、車内における乗員のより信頼性が高
い生体情報を短時間で取得する車載生体情報計測装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するため、本発明の車載生体情報計測装置は、走行中の車両の乗員の
生体情報を計測する生体情報計測手段、車両が減速を開始してから停止するまでを検出す
る車両状態検出手段、車両の停止後、乗員の生体情報の計測を開始する計測開始時刻、こ
の計測を終了する計測終了時刻を算出する計測タイミング算出手段、計測開始時刻から計
測終了時刻の期間に計測された生体情報を使って乗員の身体の状態を示す乗員生体情報を
算出する乗員生体情報算出手段を備えている。
【発明の効果】
【０００６】
　本願発明は、血圧等の生体情報を適切に計測できる期間を自動的に設定し、この期間に
生体情報を計測しているから、生体情報を繰返し測定することなく高い信頼性の生体情報
を得ることができる。このような本願発明によれば、車内における乗員の信頼性の高い生
体情報を短時間で取得する車載生体情報計測装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施形態１、２に共通の車載生体情報計測装置の機能ブロック図である
。
【図２】車両の走行時に取得された車両の速度と生体情報である血圧との関係を実測して
得られた図である。
【図３】実施形態１の車載生体情報計測装置の動作を説明するためのフローチャートであ
る。
【図４】車両の減速度と減速から停止までの時間との一般的な関係を説明するための図で
ある。
【図５】実施形態２の計測開始時間を説明するための図である。
【図６】実施形態３の車載生体情報計測装置を説明するための機能ブロック図である。
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【図７】本発明の実施形態２及び実施形態３を組み合わせて行った車載生体情報計測装置
の処理を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図を参照して本発明に係る実施形態１、実施形態２、実施形態３を説明する。
（実施形態１）
　［構成］
　図１は、本発明の実施形態１、２に共通の車載生体情報計測装置の機能ブロック図であ
る。本実施形態の車載情報計測装置は、車両の走行状態として車両の減速度及び速度を検
出する車両状態検出部１０１と、車両停止の後の時間を計測する時間計測部１０２と、時
間計測部１０２による計時の開始後に生体情報の計測を開始する計測開始時刻と、計測を
終了する計測終了時刻とを算出する計測タイミング算出部１０３と、乗員の生体情報を計
測する生体情報計測部１０４と、生体情報計測部１０４によって計測された生体情報を保
存する生体情報保存部１０５と、計測開始時刻から計測終了時刻までの計測期間に生体情
報計測部１０４によって計測された生体情報を乗員の身体的な状態を示す生体情報とし、
この生体情報を使って乗員の状態を示す生体情報（以下、乗員生体状態情報と記す）を算
出する生体情報算出部１０６と、を備えている。計測タイミング算出部１０３は、計測開
始時刻、計測終了時刻を決定するために必要なデータや演算式等を保存する算出用データ
保存部１０３ａを備えている。
【０００９】
　以下、このような各構成について説明する。なお、実施形態１では、生体情報計測装置
が生体情報として血圧を計測するものとして各構成を説明するものとする。
　車両状態検出部１０１は、車両の走行中の車両の速度、減速度、走行距離を算出する。
このような物理量の算出は、図示しない車輪速センサ等を用いて取得するパラメータを使
って行う。検出された車両の走行停止や走行開始は、時間計測部１０２に出力する。また
、車両状態検出部１０１は、検出された速度、減速度、走行距離等から、車両の走行停止
（車速が任意の値から０になる）や走行開始（車速が０から所定の値以上になる）の時刻
（タイミング）を検出する。
【００１０】
　時間計測部１０２は、少なくとも０．１秒単位で時間を計測可能な機能と、計測された
時間に関する情報（以下、時間情報と記す）を出力する機能を有している。時間計測部１
０２は、車両状態検出部１０１によって検出された車両の走行停止と同時に時間計測を開
始する。一方、車両が走行開始して車速が０以外になったときには、計測していた時間を
リセットする。そして、計測した時間の時間情報を計測タイミング算出部１０３へ出力す
る。
【００１１】
　計測タイミング算出部１０３は、生体情報計測部１０４によって測定され、生体情報保
存部に蓄積される生体情報を解析する。そして、車両の停止後から生体情報が安静時と大
差なくなり、かつ安定した状態（以降、安静状態と記す）に至った時刻と、安静状態が再
び安静状態とみなせなくなった時刻とを検出する。そして、車両の停止から乗員が安静状
態に至った時刻までの時間を計測開始時間Ａ、車両の停止から乗員が再び安静状態を脱す
る時刻までの時間を計測終了時間Ｂに設定する。安静状態を判定するためのデータやパラ
メータは、算出用データ保存部１０３ａに保存されている。なお、以上の処理における乗
員の安静状態の判定については後述する。
【００１２】
　また、計測タイミング算出部１０３は、計測開始時間Ａ、計測終了時間Ｂを生体情報計
測部１０４に出力する。生体情報計測部１０２は、計測開始時間Ａと計測終了時間Ｂとの
間に計測された生体情報を生体情報算出部１０６に出力し、生体情報算出部１０６は出力
された生体情報に基づいて乗員生体情報を算出する。
【００１３】
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　［計測開始時間Ａ、計測終了時間Ｂの設定］
　図２は、車両の走行時に取得された車両の速度と生体情報である血圧との関係を実測し
て得られた図である。図２の縦軸は車速２０１と、車速の減速度２０２と、乗員の血圧２
０３を示し、横軸は時間を示している。図２のように、血圧は、車両の減速度に伴って上
昇し、その後車両が停止すると次第に低下する。図２によれば、血圧は、車両の停止後、
計測開始時間Ａの経過後に安静状態になり、計測終了時間Ｂにおいて安静状態から脱する
ことが分かる。
【００１４】
　ここで、安静状態の定義について説明する。実施形態１でいう乗員の安静状態とは、乗
員が室内等で安静な状態にあるときの状態と大差がない状態を指す。生体情報として血圧
を用いる実施形態１では、乗員の血圧のばらつきαが、室内等で安静な状態にあるときの
ばらつきα０以下になる状態を安静状態という。
　このような安静状態は、計測開始時間Ａ、計測終了時間Ｂの算出基準になる。なお、実
施形態１では、平均的な安静時の血圧のばらつきα０を実験等によって予め決定しておき
、車両の出荷前に車載生体情報計測装置の算出用データ保存部１０３ａに保存しておくも
のとする。
【００１５】
　図２に示した例では、車速の減速開始後、減速度の上昇と共に血圧が上昇していること
が分かる。車両の停止後、乗員の血圧のばらつきαは安静時のばらつきα０以下の状態、
つまり安静状態になる。実施形態１では、車両の停止から血圧が安静状態に達する時刻ま
でに図１に示した時間計測部１０２によって計時した時間を計測開始時間Ａに設定する。
　血圧の安静状態は所定の時間持続する。実施形態１では、車両が停止してから安静状態
を脱する時刻までに時間計測部１０２によって計時した時間を計測終了時間Ｂとする。こ
のように、実施形態１では、実測された生体情報から計測開始時間Ａ、計測終了時間Ｂを
設定することができる。
【００１６】
　計測タイミング算出部１０３は、算出用データ保存部１０３ａが保存している血圧のば
らつきα０を読み出し、生体情報計測部１０４が計測した血圧のばらつきαと比較する。
そして、比較の結果、血圧のばらつきαが血圧のばらつきα０以下に安定する時刻を検出
し、車両状態検出部１０１が検出した車両の停止から、この時刻に至るまでの時間を計測
開始時間Ａに設定する。
　また、血圧のばらつきαが血圧のばらつきα０以下になった後、再び血圧のばらつきα
０より大きくなるまでの時刻を検出する。そして、車両状態検出部１０１が検出した車両
の停止から、この時刻に至るまでの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
【００１７】
　図中に示した計測期間とは、計測開始時間時刻から計測終了時刻までの期間、つまり計
測終了時間Ｂ－計測開始時間Ａを指す。図１に示した生体情報算出部１０６は、生体情報
計測部１０４によって計測期間内に計測された血圧を基にして乗員の血圧を統計数値化し
、外部に出力する。統計数値化された生体情報を、実施形態１では乗員生体情報と記す。
乗員生体情報は、生体情報計測部１０４によって測定された生体情報ばかりでなく、この
生体情報が乗員の安定した生体情報であるか否かをも伝える情報である。
【００１８】
　生体情報算出部１０６が行う統計数値化としては、生体情報の安定の程度を示すため、
生体情報の平均値やばらつきを示す標準偏差を算出するものであってもよいし、生体情報
の最大値、最小値、または他の統計指標を算出するようにしてもよい。また、血圧のばら
つきαを評価する統計指標としては、所定の時間間隔の標準偏差を用いることもできる。
また、その他の統計指標を用いてばらつきを算出するものであってもよい。
【００１９】
　また、生体情報として血圧を検出する実施形態１の車両状態検出部１０１としては、乗
員を拘束せずかつ短時間で連続的に血圧を測定するため、指の脈圧から血圧を推定するセ
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ンサ等を用いることができる。このようなセンサをステアリングや操作部、乗員の体勢支
持部等、乗員の体の一部が届く領域に配置することが考えられる。また、乗車中に乗員の
体の少なくとも一部が安全上問題なく拘束可能な場合には、家庭血圧計に代表されるカフ
式血圧計を使うことが考えられる。
　計測される血圧は、断続的な単一計測値であることと、計測に所要する時間が計測方法
や計測機器に応じて変わる。このため、先に示した計測開始時間Ａ、計測終了時間Ｂは計
測方法や計測機器に応じた時間に設定することが望ましい。
【００２０】
　次に、実施形態１の車載生体情報計測装置の処理を、図３を参照しながら説明する。図
３は、実施形態１の車載生体情報計測装置の処理のフローチャートである。実施形態１の
処理が開始すると、ステップＳ３０１では、生体情報計測部１０４が、乗員の生体情報の
計測を開始する。生体情報保存部１０５は、計測された生体情報を一時的に保存する。ま
た、ステップＳ３０２では、車両状態検出部１０１が、車両の走行速度を検出することに
よって車両が走行中であるか否か判断する。走行中でない場合（ステップＳ３０２：Ｎｏ
）、処理は、車両が走行状態になるまで待機する。
【００２１】
　また、ステップＳ３０２において、車両が走行状態であると判断された場合（ステップ
Ｓ３０２：Ｙｅｓ）、車両状態検出部１０１が車両の速度変化を検出する。速度変化から
車両の減速度を算出すると、ステップＳ３０３では、車両状態検出部１０１が、さらに車
両が減速を継続しているか否かを判断する。減速を中止、すなわち車両が加速または車速
を維持した状態であるならば（ステップＳ３０３：Ｎｏ）、処理はスタート状態に戻って
待機状態を保持する。
【００２２】
　ステップＳ３０３において、車両が減速し続けていると判断された場合（ステップＳ３
０３：Ｙｅｓ）、ステップＳ３０４では、車両状態検出部１０１が、車両の走行速度を検
出して車両が停止したか否かを判断する。車両が停止したと判断されなかった場合（ステ
ップＳ３０４：Ｎｏ）、ステップＳ３０３に戻って減速を継続しているかを判断する。
　ステップＳ３０４において車両が停止したと判断した場合（ステップＳ３０４：Ｙｅｓ
）、ステップＳ３０５では、計測タイミング算出部１０３が、計測開始時間Ａと計測終了
時間Ｂとを設定する。
【００２３】
　より具体的には、ステップＳ３０５では、計測タイミング算出部１０３が、算出用デー
タ保存部１０３ａに予め保存されている安静時の血圧のばらつきα０を読み出し、生体情
報計測部１０４が計測して生体情報保存部１０５に保存されている血圧のばらつきαをば
らつきα０と比較する。そして、車両停止からばらつきαがばらつきα０以下になった時
刻までの時間を計測開始時間Ａに、計測開始時間Ａの経過後、ばらつきαが再びばらつき
α０より大きくなった時刻を計測終了時間Ｂに設定する。
【００２４】
　ステップＳ３０６では、計測タイミング算出部１０３が、計測開始時間Ａ、計測終了時
間Ｂを生体情報算出部１０６に出力する。生体情報算出部１０６は、計測開始時間Ａから
計測終了時間Ｂまでの間に生体情報計測部１０４によって計測された血圧を生体情報保存
部１０５から取得する。ステップＳ３０７では、この血圧を統計数値化して最終的な乗員
生体情報を算出する。乗員生体情報として算出された最終的な血圧は、乗員に対して表示
する。
【００２５】
　次に、ステップＳ３０８では、生体情報計測部１０４が生体情報の計測を終了するか否
か判断する。計測終了の判断は、例えば、車両の図示しない他の制御部から出力するエン
ジン停止を通知する信号等を受信して行うことができる。計測を終了しない場合（ステッ
プＳ３０８：Ｎｏ）、生体情報計測部１０４は乗員の生体情報を計測し続け、車両状態検
出部１０１が、車両が走行中であるか否か判断する。また、計測を終了すると判断した場
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合、本フローチャートの処理は終了する（ステップＳ３０８：Ｎｏ）。
【００２６】
　以上説明した実施形態１によれば、実測された乗員の生体情報を使って計測開始時間Ａ
、計測終了時間Ｂを設定することができる。このため、乗員や状況ごとに適正な計測開始
時間Ａ、計測終了時間Ｂを設定することができる。また、実施形態１によれば、このよう
な計測開始時間Ａ、計測終了時間Ｂの間に計測された生体情報を乗員の生体情報としてい
るから、乗員の状態による生体情報のばらつきを低減して乗員の状態を適正に判定するこ
とができる。
【００２７】
　［動作］
　実施形態１では、車両状態検出部１０１が車両の速度や加速、減速、停止等を検出する
。車両状態検出部１０１が車両の速度から停止を検出すると、生体情報計測部１０４が生
体情報として例えば血圧の計測を開始する。生体情報保存部１０５は、計測された血圧を
順次保存する。計測タイミング算出部は、生体情報保存部１０５に保存された血圧のばら
つきαを予め設定されている安静時の血圧のばらつきα０と比較する。そして、ばらつき
αがばらつきα０以下になった時刻を検出し、車両の停止からばらつきαがばらつきα０
以下になった時刻までの時間を計測開始時間Ａに設定する。また、ばらつきαが再びα０
より大きくなった時刻を検出し、車両の停止からばらつきαが再びα０より大きくなった
時刻までの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
【００２８】
　生体情報算出部１０６は、生体情報保存部１０５に保存された血圧から、計測期間内に
計測された血圧を抽出する。そして、抽出した血圧を使って最終的な出力データである乗
員生体情報を生成する。
　なお、以上説明した実施形態１では、生体情報計測部１０４が生体情報計測手段に対応
し、車両状態検出部１０１が車両状態検出手段に対応する、また、計測タイミング算出部
１０３が計測タイミング算出手段に対応し、生体情報算出部１０６が乗員生体情報算出手
段に対応する。
【００２９】
　［実施形態１の効果］
　（１）実施形態１では、計測タイミング算出部１０１が乗員の血圧を計測し、乗員が安
静状態である期間を検出する。そして、生体情報算出部１０６はこの期間に計測された血
圧を使って乗員生体情報を生成する。
　このような構成によれば、乗員が安静状態にある計測期間を自動的に設定し、この間に
生体情報を計測することができるので、一度で信頼性の高い生体情報を取得することがで
きる。
【００３０】
　（２）実施形態１では、計測タイミング算出部１０１がリアルタイムで乗員の血圧を実
測して安静状態の判定を行っている。
　このような構成によれば、乗員の体調や車両の挙動によらず適正な計測期間を設定する
ことができる。
　（３）実施形態１では、計測タイミング算出部１０３が、生体情報の平均値やばらつき
によって乗員が安静状態にあるか否かを判定する。
　このような構成によれば、比較的簡易でありながら高い精度で乗員の状態を判定し、適
正な計測期間を設定することができる。
【００３１】
　［実施形態１の変形例］
　（１）実施形態１では、乗員が安静状態であるか否かを乗員の血圧のばらつきによって
判定している。しかし、実施形態１はこのような構成に限定されるものでなく、血圧の平
均値から乗員が安静状態にあるか否か判定するようにしてもよい。
　血圧の平均値から乗員の安静状態を判定する場合、例えば、算出用データ保存部１０３
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ａに安静状態とみなせる乗員の血圧値β０を保存しておく。そして、計測タイミング算出
部１０３が、生体情報保存部１０５が保存する乗員の血圧値βと安静状態とみなせる血圧
値β０とを比較し、血圧値βと血圧値β０との差異が所定の値以下になる、あるいは血圧
値βが血圧値β０以下になる時刻を計測開始時間Ａ、車両が停止してから血圧値βと血圧
値β０との差異が再び所定の値以上になる、あるいは血圧値βが血圧値β０より大きくな
る時刻を計測終了時間Ｂに設定する。
【００３２】
　（２）実施形態１は、血圧のばらつきまたは平均値のいずれか一方を使って乗員の安静
状態を判定するものに限定している。しかし、血圧のばらつきと平均値との両方を組み合
わせて乗員が安静状態にあるか否かを判定するものであってもよい。また、血圧の平均値
に代わる統計値と、所定のばらつきを示す標準偏差または標準偏差に代わる統計値との両
方を用いて、乗員が安静状態であるか否かを判定するようにしてもよい。
【００３３】
　（３）実施形態１は、生体情報として血圧を用いるものに限定されるものではなく、生
体計測部を用いた乗員の自律神経系の生体情報であればどのような生体情報を用いるもの
であってもよい。このような生体情報としては、例えば、心電、心拍、呼吸、脈波、皮膚
電位、体温の何れかまたはその組み合わせが考えられる。このような生体情報を計測し、
生体情報と相関の高い指標を計測することにより、走行中の減速、停止後の乗員の安静状
態を検出し、乗員が安静状態にあるときに生体情報を計測することができる車載生体情報
計測装置を提供することができる。
【００３４】
（実施形態２）
　［構成］
　次に、本発明の実施形態２について説明する。実施形態２の車載生体情報計測装置は、
実施形態１で図１に示した構成と同様の構成を有している。このため、実施形態２では、
車載生体情報計測装置の構成の図示及び説明の一部を略すものとする。
　実施形態２の車両状態検出部１０１は、走行中の車両の減速をも検出する。そして、車
両の走行から停止に至るまでの代表減速度を算出する。実施形態２では、代表減速度とし
て、走行中の車両が減速を開始してから停止するまでの平均減速度を用いている。また、
車両が減速を開始してから停止するまでの最大減速度や、このような減速度に他の統計処
理を行ったデータを用いてもよい。
【００３５】
　計測タイミング算出部１０３は、車両状態検出部１０１から平均減速度を取得する。そ
して、取得された平均減速度を予め算出用データ保存部１０３ａに保存されているデータ
に対照し、平均減速度に基づいて計測開始時間Ａを設定する。また、実施形態１と同様に
、測定された生体情報に基づいて乗員が安静状態を脱する時刻を検出し、車両の停止から
この時刻に至るまでの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
【００３６】
　生体情報計測部１０４は、平均減速度に基づいて設定された車両開始時間Ａの経過後に
生体情報の計測を開始する。そして、生体情報のばらつきに基づいて設定された計測終了
時間Ｂに達するまで生体情報の計測を続ける。生体情報保存部１０５は、計測された生体
情報を一時的に保存する。生体情報算出部１０６は、保存された生体情報を使って乗員生
体情報を生成し、出力する。その他の構成は、実施形態１の構成と同様に動作する。
【００３７】
　［計測開始時間Ａの設定］
　図４は、車両の減速度と減速から停止までの時間との一般的な関係を説明するための図
である。図４の縦軸は減速度を示し、横軸は時間を示している。縦軸の減速度は加速度に
よって表されている。車両の平均の減速度Ｇは、以下の式（１）、（２）によって表され
る。ただし、式（１）、（２）中に示したＶ０は車両の初速度（減速開始時の速度）、Ｖ
は車両の速度、ｔは車両が減速を開始してから停止するまでの時間を示している。
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　Ｖ＝Ｖ０＋Ｇ・ｔ　　　　　　　…式（１）
　－Ｇ＝Ｖ０／ｔ　　　　　　　　…式（２）
【００３８】
　実施形態２では、車両状態検出部１０１が上記した図４の関係に基づいて車両の初速度
Ｖ０と時間ｔとから減速度Ｇを求める。さらに、車両の停止後、乗員の血圧が安静状態に
達するまでの時間と減速度との関係を予め実験によって求めておき、この実測データに減
速度を対照して計測開始時間Ａを設定する。
【００３９】
　図５は、車両走行実験によって得られた実測データに基づいて生成されたデータを示し
ている。図５は、計測開始時間Ａと減速度との関係を示すものであって、乗員の生体情報
としての血圧が車両の減速に伴って上昇した後、安静状態に至るまでの計測開始時間Ａが
減速度の大きさに応じて変化することを示している。図５の縦軸は計測開始時間、横軸は
車両の減速度Ｇを示している。
【００４０】
　図５によれば、減速度Ｇが大きくなるほど測定開始時間Ａが長くなるように設定するこ
とが分かる。また、減速度Ｇが横軸に示した減速度Ｇmin以下である場合、乗員が感じる
減速度の差異が小さいことを考慮して、計測開始時間Ａに０（図中に計測開始時間Ａ０と
記す）を含めている。つまり、車両の減速度がＧmin以下である場合、車両の停止直後か
ら乗員の生体条が取得可能になる。
【００４１】
　また、減速度Ｇが横軸に示した減速度Ｇmax以上である場合、車両が急停止としてパニ
ックブレーキ等の事態が想定される。しかし、減速度Ｇが減速度Ｇmax以上になると、乗
員が受ける負荷は変わらないと考えることができる。また、パニックブレーキ等のブレー
キ操作による車両の停止直後に乗員の大きな血圧上昇が見られても、その後安静状態に至
るまでの時間に変化がないと考えられる。このため、実施形態２では、減速度Ｇが減速度
Ｇmax以上である場合、計測開始時間Ａを一定の計測開始時間値Ａ１としてもよい。
【００４２】
　なお、実施形態２では、車両の減速度が車両の重量やブレーキ特性等により変化するこ
とも考慮して、減速度Ｇmaxを設定し、対応する計測開始時間を設定すればよい。
　また、実施形態２では、走行中に車両が減速して一時的に停止する場合を想定して計測
開始時間値Ａ１を設定したとしても、この計測開始時間値Ａ１が、必要な計測開始時間よ
り長いことが考えられる。このため、実施形態２では、減速度が所定の値以下である場合
にのみ計測開始時間Ａと計測終了時間Ｂとの間の計測期間に計測された生体情報を使って
乗員生体情報を算出するようにしてもよい。
【００４３】
　また、図５に示した実測データでは、計測開始時間Ａと、減速開始から停止までの代表
減速度（平均減速度、最大限速度、またはその他の統計処理を行った減速度の代表値）と
の関係が、式（３）として示す１次式によって表される。なお、式（３）において、γ、
σは定数である。
　Ａ＝γ・Ｇ＋σ　（Ｇmin≦Ｇ≦Ｇmax）　　　　　…式（３）
　実施形態２では、式（２）、（３）に示した関係を図１に示した算出用データ保存部１
０３ａに式、あるいはテーブル等の形式で保存しておく。そして、車両状態検出部１０１
によって検出された車両が減速を開始してから停止するまでにかかる時間ｔから式（２）
の関係を使って減速度Ｇを求め、減速度Ｇから式（３）の関係を使って計測開始時間Ａを
算出する。
【００４４】
　ただし、実施形態２は、計測開始時間Ａと減速度Ｇとが式（３）によって表される関係
を有するものに限定されるものではなく、より詳細な実測データを用い、他の多項式等の
関係式で求まるものであってもよい。どのような関係式を使った場合にも、実施形態２が
、乗員が安静状態にあるときの生体情報を測定するため、減速度に応じて計測開始時間Ａ
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を変化させることについては変わらない。
【００４５】
　［計測終了時間Ｂ］
　次に、実施形態２の計測終了時間Ｂの決定について説明する。なお、実施形態２の計測
終了時間Ｂは、実施形態１と同様に、車両の停止後、乗員の血圧のばらつきαが安静状態
の血圧のばらつきα０以下になっている時間とする。実施形態２では、生体情報保存部１
０５に保存されている血圧のばらつきαが、計測開始時間Ａ経過後、生体情報保存部１０
５に保存されている生体情報の血圧のばらつきα０より大きくなる時刻を検出する。そし
て、車両の停止から検出された時刻までの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
【００４６】
　［動作］
　実施形態２の車載生体情報計測装置では、車両状態検出部１０１が車両の減速開始を検
出する。このとき、車両状態検出部１０１は、車両の初速度Ｖ０と車両が停止するまでの
時間ｔとに基づいて平均の減速度Ｇを算出する。計測タイミング算出部１０３は、減速度
Ｇを図５に示した実測データに対照し、減速度Ｇに対応する測定開始時間Ａを設定する。
生体情報計測部１０４は、設定開始時間Ａの経過後に生体情報として血圧の計測を開始す
る。生体情報保存部１０５は、計測された血圧を一時的に保存する。
【００４７】
　計測タイミング算出部１０３は、算出用データ保存部１０３ａから血圧のばらつきα０
を読み出して生体情報保存部１０５に保存された血圧のばらつきαと比較する。そして、
ばらつきαがばらつきα０より大きくなった時刻を検出し、車両の停止からこの時刻に至
るまでの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
　生体情報算出部１０６は、計測タイミング算出部１０３から計測開始時間Ａ、計測終了
時間Ｂを取得する。そして、生体情報保存部１０５に保存されている血圧から計測期間内
に計測された血圧を使って最終的な乗員生体情報を生成し、出力する。
【００４８】
　以上説明した実施形態２において、車両状態検出部１０１が、減速度検出手段に対応す
る。また、実施形態１と同様に、生体情報計測部１０４が生体情報計測手段に対応し、車
両状態検出部１０１が車両状態検出手段に対応する、また、計測タイミング算出部１０３
が計測タイミング算出手段に対応し、生体情報算出部１０６が乗員生体情報算出手段に対
応する。
【００４９】
　［実施形態２の効果］
　（１）実施形態２は、計測タイミング算出部１０３が減速度を図５に示した式（３）の
関係に対照するだけで計測開始時間Ａを設定することができる。
　このような構成により、実施形態２は、生体情報を測定、解析することなく計測開始時
間Ａを設定することができるので、実施形態１よりも簡易、かつ短時間に計測開始時間Ａ
を設定することができる。
　（２）また、実施形態２は、実施形態１の効果の（１）の効果をも有するものである。
【００５０】
　［実施形態２の変形例］
　（１）実施形態２では、計測終了時間Ｂの設定は血圧のばらつきを基準に判定するもの
に限定している。しかし、血圧のばらつきに代わる判定基準としては、例えば、車両の停
止後の血圧が考えられる。血圧を使って安静状態の判定をする場合、実施形態１と同様に
、血圧値βと、生体情報保存部１０５に予め保存されている安静時の血圧値β０との差異
が所定の範囲以内、または血圧値βが血圧値β０以下に到達する時間を計測終了時間Ｂに
設定する。
【００５１】
　（２）実施形態２は、上記した血圧値βに代えて血圧の平均値を含めた統計値を使って
も乗員の安静状態の血圧を測定することができる。さらに、実施形態２は、安静状態を考



(11) JP 2012-170635 A 2012.9.10

10

20

30

40

50

慮した計測開始時間Ａと計測終了時間Ｂを設定するために、乗員の血圧の平均値もしくは
平均値に代わる統計値とばらつきを示す標準偏差、もしくは標準偏差に代わる統計値を予
め保存されている安静状態の血圧と比較するようにしてもよい。
【００５２】
（実施形態３）
　次に、本発明の実施形態３について説明する。実施形態３の車載生体情報計測装置は、
生体情報保存部を個人ごとに複数設け、各個人の生体情報を各々対応する生体情報保存部
に保存するようにしたものである。
　［構成］
　図６は、実施形態３の車載生体情報計測装置を説明するための機能ブロック図である。
図６中に示した構成のうち、図１に示した構成と同様の構成については同様の符号を付し
、その説明を一部略すものとする。実施形態３の車載生体情報計測装置は、車両状態検出
部１０１、時間計測部１０２、計測タイミング算出部１０３、生体情報計測部１０４、生
体情報保存部６０５、生体情報算出部１０６を備えている。さらに、図６に示した車載生
体情報計測装置は、乗員個人を特定するための個人認証部６０２を備えている。
【００５３】
　生体情報保存部６０５は、個人ごとに設けられた生体情報保存部６０５ａ、６０５ｂ、
６０５ｃを備えている。個人認証部６０２は、車両に設けられたＩＤ情報を入力するため
の構成（例えば指紋認証やＩＤナンバーを入力する操作部）から出力されたＩＤ情報を受
け取って個人を特定する。生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃの各々は、生体情報計測部
１０４によって個人認証が行われた直後に計測された生体情報のうち、自身に対応する生
体情報を保存する。
【００５４】
　実施形態３の計測タイミング算出部１０３は、生体情報に基づいて計測開始タイミング
Ａ、計測終了タイミングＢを算出するようにしてもよいし、車両の減速度Ｇを使って計測
開始タイミングＡ、計測終了タイミングＢを算出するようにしてもよい。車両の減速度Ｇ
を使って計測開始タイミングＡ、計測終了タイミングＢを算出する場合、生体情報保存部
６０５ａ～６０５ｃに保存された生体情報を図５に示した関係に反映させるようにγやσ
の定数を調整することもできる。
【００５５】
　また、生体情報に基づいて計測開始タイミングＡ、計測終了タイミングＢを算出する場
合、実施形態３では、安静状態の血圧のばらつきα０や安静状態の血圧値β０に代えて、
生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃに保存されている血圧値β１や血圧のばらつきとα１
と比較する。血圧値β１、ばらつきα１は、測定された生体情報のうち、乗員が安静状態
であると考えられるときの血圧またはばらつきである。
【００５６】
　そして、計測タイミング算出部１０３は、乗員の血圧のばらつきがα１以下になる、ま
たは血圧が血圧値β１と等しいか血圧値β１以下になるまでの時刻を検出する。そして、
車両の停止から検出された時刻までの時間を計測開始時間Ａに設定する。また、計測タイ
ミング算出部１０３は、車両の停止から乗員の血圧のばらつきがα１より大きくなる、ま
たは血圧が血圧値β１より大きくなるまでの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
【００５７】
　このような実施形態３によれば、個人の特質を反映した血圧や血圧のばらつきを使って
計測開始時間Ａ、計測終了時間を設定することができる。
　また、実施形態３は、以上説明したように、個人認証部６０２を使って各個人の生体情
報を複数の生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃに振り分けるものに限定されるものではな
い。例えば、車両の中に個人選択ボタンを設置し、乗員が乗車中に個人選択のボタンを押
下するようにしてもよい。このような構成では、以後、別の個人に対応する個人選択ボタ
ンが押下されない限り、生体情報計測部１０４によって計測された生体情報データが同一
の個人のものとして保存される。
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【００５８】
　さらに、実施形態３では、車両状態検出部１０１から出力される車両の速度や減速度、
停止時間等の車両情報を生体情報保存部１０５に生体情報とともに記憶し、車両情報の傾
向や特性から各個人を特定することも考えられる。そして、特定された個人と、その個人
が乗車中に計測された生体情報とを対応付けることによって生体情報を個人別に分類して
もよい。また、生体情報計測部１０４が、計測した生体情報を保存するメモリとして生体
情報保存部６０５ａ～６０５ｃのいずれかを選択するメモリ選択機能を搭載するものであ
ってもよい。
【００５９】
　実施形態３では、生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃに保存された過去の生体情報を基
にして、計測タイミング算出部１０３が計測開始時間Ａ及び計測終了時間Ｂを算出する。
そして、生体情報算出部１０６は、計測開始時間Ａと計測終了時間Ｂとの間の計測期間に
計測された生体情報を使って各乗員の乗員生体情報を算出する。実施形態３によれば、個
々の乗員別に計測開始時間Ａ及び計測終了時間Ｂを設定することができる。このことから
、実施形態３では、乗員の個人差を考慮した安静状態の血圧を測定することが可能なる。
【００６０】
　次に、実施形態２、実施形態３を組み合わせた処理の例を、図７を参照して説明する。
　図７は、実施形態２及び実施形態３を組み合わせて行った車載生体情報計測装置のフロ
ーチャートである。このフローチャートでは、計測開始時間Ａを車両の減速度から図５に
示した式（３）の関係を使って算出する。また、個人認証部６０２等によって認証された
乗員個人を特定し、計測された生体情報を個人ごとに保存しておくものとする。
【００６１】
　図７に示した処理では、先ず、ステップＳ７０１において、車両状態検出部１０１が、
走行中の車両の走行速度を検出し、車両が走行中であるか否か判断する。ステップＳ７０
１において、車両が走行中でないと判断すると（ステップＳ７０１：Ｎｏ）、処理は車両
が走行するまで待機する。また、車両状態検出部１０１は、車両が走行中であると判断す
ると（ステップＳ７０１：Ｙｅｓ）、ステップＳ７０２において、車両の速度変化や減速
度から車両が減速を開始し、継続しているか否か判断する。ステップＳ７０２において車
両が減速を継続していないと判断すると（ステップＳ７０２：Ｎｏ）、処理は車両が継続
して減速するまで待機する。
【００６２】
　ステップＳ７０２において車両が継続して減速していると判断すると（ステップＳ７０
２：Ｙｅｓ）、ステップＳ７０３では、車両状態検出部１０１が、車両の走行速度を検出
し、車両が停止したか否かを判断する。ここで、車両が停止していないと判断した場合に
は、ステップＳ７０２に戻って車両が減速を開始、継続しているかを判断する。
【００６３】
　ステップＳ７０３において、車両状態検出部１０１は、車両が停止したと判断すると、
ステップＳ７０４では、車両状態検出部１０１が、車両が減速を開始してから停止するま
での平均の減速度を、式（２）を使って算出する。そして、算出された減速度を計測タイ
ミング算出部１０３に出力する。ステップＳ７０５では、計測タイミング算出部１０３が
、減速度が所定の減速度ａ以下であるか否か判断する。そして、減速度が所定の減速度ａ
以下でない（減速度が減速度ａより大きい）と判断した場合には（ステップＳ７０５：Ｙ
ｅｓ）、計測開始時間Ａを設定する処理を行うことなく（計測開始時間Ａを０に設定する
）車両の走行を判定する処理に戻る。
【００６４】
　また、計測タイミング算出部１０３は、ステップＳ７０５において、減速度が減速度ａ
よりも大きいと判断した場合には（ステップＳ７０５：Ｎｏ）、図５に示した関係を使っ
て計測開始時間Ａを設定する。続いて、ステップＳ７０６では、計測タイミング算出部１
０３が、生体情報保存部６０５に保存されている生体情報を使って計測終了時間Ｂを設定
する。なお、本フローチャートに示した例では、個人認証部６０２によって乗員が特定さ
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れているものとし、特定された個人に対応する生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃの個人
情報が計測終了時間Ｂの設定に利用される。
【００６５】
　次に、ステップＳ７０７、Ｓ７０８において、生体情報計測部１０４が、設定された計
測開始時間Ａの経過と共に生体情報である血圧等を計測し、計測終了時間Ｂの経過と共に
計測を終了する。ステップＳ７０９では、生体情報算出部１０６は、計測された生体情報
、または計測された生体情報に統計的な情報を付加した情報を乗員生体情報として算出す
る。
【００６６】
　さらに、本フローチャートで示す処理では、ステップＳ７１０において、計測タイミン
グ算出部１０３が、生体情報保存部６０５に保存されている過去の生体情報を参照し、計
測された生体情報が安静状態のものであるか否かを判断する。この判断は、生体情報が血
圧である場合、例えば、計測された血圧の平均値が過去の血圧の平均値β１以下であるか
、または計測された血圧のばらつきが過去の血圧のばらつきα１以下であるかによって実
現できる。
【００６７】
　ステップＳ７１０において、生体情報算出部１０６は、計測された生体情報が乗員の安
静状態のものであると判断すると（ステップＳ７１０：Ｙｅｓ）、ステップＳ７１１にお
いて、生体情報保存部６０５が、乗員個人に対応した生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃ
のいずれかに計測された生体情報を保存する。また、ステップＳ７１０において、計測タ
イミング算出部１０３が、計測された生体情報が乗員の安静状態のものでないと判断する
と（ステップＳ７１０：Ｎｏ）、計測された生体情報を保存することなく車両の走行を判
断する処理に戻る。
　以上の処理を繰り返し行うことで、過去の生体情報に関するデータが蓄積され、個人に
対応したより信頼性が高い安静状態の生体情報を測定する車載生体情報計測装置を実現す
ることができる。
【００６８】
　［動作］
　実施形態３の車載生体情報計測装置では、車両状態検出部１０１が車両の減速開始を検
出する。このとき、車両状態検出部１０１は、車両の初速度Ｖ０と車両が停止するまでの
時間ｔとに基づいて平均の減速度Ｇを算出する。計測タイミング算出部１０３は、減速度
Ｇを図５に示した実測データに対照し、減速度Ｇに対応する測定開始時間Ａを設定する。
生体情報計測部１０４は、設定開始時間Ａの経過後に生体情報として血圧の計測を開始す
る。生体情報保存部６０５は、計測された血圧を一時的に保存する。
【００６９】
　計測タイミング算出部１０３は、生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃのいずれかから乗
員個人の安静時の血圧のばらつきα１を読み出して生体情報保存部１０５に保存された血
圧のばらつきαと比較する。そして、ばらつきαがばらつきα１より大きくなった時刻を
検出し、車両の停止からこの時刻に至るまでの時間を計測終了時間Ｂに設定する。
　生体情報算出部１０６は、計測タイミング算出部１０３から計測開始時間Ａ、計測終了
時間Ｂを取得する。そして、生体情報保存部６０５に一時的に保存されている血圧から計
測期間内に計測された血圧を使って最終的な乗員生体情報を生成し、出力する。
【００７０】
　また、実施形態３では、計測タイミング算出部１０３が生体情報保存部６０５に保存さ
れている血圧が乗員の安静時のものであるとみなせるか否か判断する。そして、安静時と
みなせる場合に限り、この血圧を対応する個人の生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃのい
ずれかに保存する。
　以上説明した実施形態３において、生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃが生体情報保存
手段に対応する。また、実施形態１と同様に、生体情報計測部１０４が生体情報計測手段
に対応し、車両状態検出部１０１が車両状態検出手段に対応する、また、計測タイミング
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算出手段に対応する。
【００７１】
　［実施形態３の効果］
　（１）実施形態３は、生体情報保存部６０５ａ～６０５ｃが、乗員ごとに生体情報を保
存しておき、保存された生体情報を乗員に対応して計測期間の設定に使用することができ
る。
　このような構成によれば、乗員の個人的な身体の特性や体質等によらず安静状態を適切
に判断することができる。
　（２）実施形態３は、計測タイミング算出部１０３が乗員が安静状態であると判断した
場合に限り、計測された生体情報を保存して後の計測期間の設定に使用することができる
。
　このような構成によれば、各乗員の安静状態時の生体情報だけを蓄積し、各乗員の安静
状態を判断するリファレンス情報として信頼性の高い情報を生成することができる。
　（３）また、実施形態３は、実施形態１の効果の（１）の効果をも有するものである。
【００７２】
　［実施形態３の変形例］
　（１）実施形態３は、図７のフローチャートのステップＳ７０４において、平均の減速
度を算出するものに限定している。しかし、平均減速度に代えて最大減速度や加速度指標
に順ずる統計値を算出し、このような値を使って計測開始時間Ａを設定することも考えら
れる。なお、このように構成する場合、算出用データ保存部１０３ａには、最大減速度や
加速度指標に順ずる統計値と計測開始時間Ａとの関係を示すデータを保存しておくのは言
うまでもない。
　（２）さらに、以上説明したフローチャートのステップＳ７０５において、所定の減速
度ａをＧmaxに設定し、減速度がＧmax以下である場合にのみ計測開始時間Ａを設定しても
よい。そして、減速度がＧmaxより大きい場合には、計測開始時間Ａを一定の計測開始時
間Ａ１に設定するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００７３】
１０１　車両状態検出部
１０２　時間計測部
１０３　計測タイミング算出部
１０３ａ　算出用データ保存部
１０４　生体情報計測部
１０４　生体情報計測部
１０５　生体情報保存部
１０６　生体情報算出部
６０２　個人認証部
６０５、６０５ａ、６０５ｂ、６０５ｃ　生体情報保存部
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于在短时间内获取车辆中乘员的高度可靠的生
物特征信息的车载生物特征信息测量装置。 解决方案：生物信息测量单
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用于测量在停止之后的时间，测量，该计算用于计算在该时间测量之后
用于开始与乘员的身心有关的生物信息的测量的测量开始时间，以及用
于结束该测量的测量结束时间。 车载生物体信息测量装置，其包括定时
计算部103和生物体信息计算部106，该生物体信息计算部106使用在从
测量开始时间到测量结束时间的时间段内测量的生物体信息来计算表示
乘员的身体状态的乘员生物体信息。 要安装。 [选型图]图1
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